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一
、
は
じ
め
に

　

昨
年
二
〇
二
三
年
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
一
五

年
目
の
年
で
あ
っ
た
た
め
、
メ
デ
ィ
ア
で
特
集
さ
れ
る
な

ど
、
改
め
て
自
戒
す
る
動
き
が
み
ら
れ
た
が
、
歴
史
上
初

の
「
重
大
」
な
国
際
金
融
危
機
と
言
わ
れ
る
一
八
七
三
年

の
世
界
恐
慌⑴

か
ら
ち
ょ
う
ど
一
五
〇
年
で
あ
っ
た
こ
と
が

指
摘
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
よ
う
だ⑵

。

　

副
題
の「
永
遠
の
忠
節
も
泡
の
よ
う（Siehst, w

ie ew
ʼ 

ge T
reue Schaum

」
は
、
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
二

世
（
一
八
二
五
～
一
八
九
九
）
が
一
八
七
三
年
に
作
曲
し

た
喜
歌
劇
「
こ
う
も
り
（D

ie Flederm
aus

）」
の
一
節

で
あ
っ
て
、
さ
し
て
深
い
意
味
は
な
い
よ
う
に
も
読
め

る
。
物
語
も
巧
み
に
展
開
す
る
も
の
の
、
上
流
階
級
に
属

す
る
登
場
人
物
達
が
大
富
豪
の
館
に
集
ま
っ
て
ベ
ル
・
エ

ポ
ッ
ク
さ
な
が
ら
の
華
麗
な
夜
会
を
繰
り
広
げ
る
と
い
う

た
わ
い
も
な
い
も
の
だ
。
し
か
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
が

レ
ッ
セ
フ
ェ
ー
ル
の
時
代
か
ら
成
熟
し
た
資
本
主
義
へ
と

向
か
う
過
渡
期
に
作
曲
さ
れ
た
、
こ
の
高
名
な
喜
歌
劇

一
八
七
三
年
の
ウ
ィ
ー
ン
株
式
市
場
と
世
界
経
済

～
永
遠
の
忠
節
も
泡
の
よ
う
～

高　

木　
　
　

隆

〔
Ｊ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
時
事
エ
ッ
セ
イ 

鈴
懸
の
木
の
下
〕
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は
、
一
八
七
三
年
に
発
生
し
た
ウ
ィ
ー
ン
株
式
市
場
崩
壊

の
前
夜
、
資
産
バ
ブ
ル
に
浮
か
れ
に
浮
か
れ
た
ウ
ィ
ー
ン

の
世
相
を
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
主

人
公
の
ア
イ
ゼ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
軽
薄
な
銀
行
家
（
あ
る

い
は
金
利
生
活
者
）
と
し
て
描
か
れ
る
な
ど
時
代
の
証
言

者
と
な
っ
て
い
る
。

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
ド
イ
ツ
か
ら

の
流
動
性
流
入
な
ど
を
背
景
に
建
設
用
地
、
鉄
道
、
証

券
、
商
品
で
広
範
な
バ
ブ
ル
が
発
生
し
た
が
、
一
八
七
二

年
の
秋
に
は
頂
点
を
む
か
え⑶

、
一
八
七
三
年
五
月
九
日
に

株
価
は
暴
落
、
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
諸
国
、
さ
ら
に
ア

メ
リ
カ
に
も
波
及
し
、
欧
米
経
済
は
深
刻
な
金
融
シ
ス
テ

ム
危
機
に
陥
っ
た
。
そ
の
後
も
欧
米
各
地
で
断
続
的
に
金

融
危
機
が
発
生
す
る
な
ど
、
経
済
停
滞
は
長
期
化
し
て
一

八
九
六
年
ま
で
続
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ア
ル
フ
レ
ッ

ド
・
マ
ー
シ
ャ
ル
（
一
八
四
二

－

一
九
二
四
）
の
デ
フ
レ

論
が
生
ま
れ
た
の
も
こ
の
時
で
あ
り
、
我
が
国
の
デ
フ
レ

脱
却
論
も
マ
ー
シ
ャ
ル
の
警
告
と
関
連
し
て
い
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
一
八
七
三
年
の
世
界
恐
慌
に
現
代
人
が
あ
ま

り
関
心
を
持
た
な
い
の
は
や
や
不
可
思
議
と
も
言
え
る
。

本
稿
で
は
、
一
五
〇
年
前
、
大
帝
国
オ
ー
ス
ト
リ
ア

（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
）
に
端
を
発
し
、

世
界
経
済
を
揺
さ
ぶ
っ
た
金
融
恐
慌
を
振
り
返
っ
て
み
よ

う
。二

、
ユ
ー
フ
ォ
リ
ア
の
時
代
背
景

　

ウ
ィ
ー
ン
証
券
取
引
所
に
お
け
る
株
価
大
暴
落
の
原
因

に
つ
い
て
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
覇
権
国
の
交
代
、
普

仏
戦
争
（
一
八
七
〇

－

一
八
七
一
）
に
よ
る
ド
イ
ツ
へ
の

賠
償
金
支
払
い
、
鉄
道
等
の
新
技
術
の
急
速
な
発
展
、
通

貨
制
度
の
急
な
変
更
、
市
民
階
級
の
勃
興
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
、
一
つ
の
フ
ァ
ク
タ
ー
に
帰
す
る
こ
と
は
で
き
そ
う

に
な
い
多
元
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
要
素
一
つ
一
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つ
が
シ
ョ
ッ
ク
と
な
り
経
済
見
通
し
や
資
産
価
格
の
過
大

評
価
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

普
仏
戦
争
で
不
倶
戴
天
の
敵
フ
ラ
ン
ス
を
打
ち
破
っ
た

プ
ロ
イ
セ
ン
は
多
額
の
賠
償
金
を
手
に
し
た
が
、
賠
償
金

は
主
に
国
債
の
償
還
に
使
わ
れ
た
た
め
、
民
間
資
本
は
投

資
先
を
求
め
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
流
入
し
た
。
こ
れ
に
と

も
な
い
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
過
剰
な
流
動
性
が
発
生

し
、
資
金
仲
介
に
必
要
な
ブ
ロ
ー
カ
ー
銀
行
（M

aklerb 

ank

⑷

）
が
多
数
設
立
さ
れ
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
（
正
確
に

は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
冠
領
）
に
お
い
て
は
、
一
八
六
七
年

に
は
一
一
行
の
株
式
銀
行
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
の
に
対

し
、
一
八
七
三
年
五
月
ま
で
に
一
四
一
行
に
ま
で
増
加
し

た
。
が
、
そ
の
多
く
が
投
機
的
な
取
引
に
関
与
し
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。
数
字
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
も
の
の
、
ブ

ロ
ー
カ
ー
銀
行
の
乱
立
は
流
動
性
の
回
転
を
加
速
し
、
信

用
バ
ブ
ル
を
拡
大
さ
せ
た
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
レ
ッ
セ
フ
ェ
ー
ル
（
自
由
放
任
）
の
経
済
政
策
に

よ
り
株
式
会
社
が
筍
の
よ
う
に
設
立
さ
れ
た
が
、
一
八
六

七
年
か
ら
一
八
七
三
年
ま
で
に
設
立
さ
れ
た
一
〇
〇
五
社

の
う
ち
、
実
態
が
あ
っ
た
の
は
三
分
の
二
程
度
で
あ
っ

た
。
約
束
ど
お
り
の
資
本
の
払
い
込
み
が
果
た
さ
れ
な

か
っ
た
り
、
事
業
の
実
態
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
株
式

が
高
値
で
取
引
さ
れ
る
と
い
っ
た
詐
欺
的
な
取
引
が
行
わ

れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
り
、
経
済
全
体
の
「
債
務
の
質
」

が
相
当
悪
化
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
冒
頭
で
紹
介
し

た
「
こ
う
も
り
」
の
主
人
公
ア
イ
ゼ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
浮

気
性
で
軽
薄
な
銀
行
家
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
こ

う
し
た
ウ
ィ
ー
ン
の
世
相
と
深
く
関
係
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
ア
イ
ゼ
ン
（
鉄
）
は
鉄
血
宰
相
ビ
ス
マ
ル
ク
が
率

い
る
プ
ロ
イ
セ
ン
を
連
想
さ
せ
る
と
一
般
に
は
評
さ
れ
る

が
、
ウ
ィ
ー
ン
で
発
生
し
た
バ
ブ
ル
の
一
因
は
、
鉄
の
規

律
を
誇
っ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
か
ら
流
れ
込
ん
だ
多
量
の
流
動

性
が
深
く
関
係
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
流
動
性
も
オ
ー
ス
ト
リ
ア
経
済
が
低
迷
し
て
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い
れ
ば
、
他
の
投
資
先
に
向
か
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
鉄
道
な
ど
の
技
術
革
新
を
背
景
に
、
一
八

七
〇
年
ご
ろ
は
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
産
業

化
の
最
中
に
あ
り
、
投
資
資
金
が
流
入
し
や
す
い
条
件
が

そ
ろ
っ
て
い
た
。
ド
イ
ツ
諸
国
に
お
い
て
は
鉄
道
網
が
急

速
に
拡
大
し
て
い
た
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
い
て
も
急

速
な
鉄
道
網
の
整
備
が
行
わ
れ
た
。
鉄
道
の
発
展
は
必
然

的
に
鉄
鋼
業
の
発
展
を
生
む
こ
と
と
な
り
、
ド
イ
ツ
に
比

べ
て
工
業
化
が
遅
れ
て
い
た
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
強
い

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
も
、
一
八
六
三
年
に
は
ヴ
ィ
ー
ト
コ

ヴ
ィ
ツ
ェ
製
鉄
所
に
ベ
ッ
セ
マ
ー
工
法
が
導
入
さ
れ
て
い

る
。
鉄
鋼
業
隆
盛
な
ど
に
伴
う
石
炭
消
費
量
は
一
八
五
〇

年
代
か
ら
一
八
七
三
年
に
か
け
て
年
率
一
〇
％
で
成
長
し

た
。
こ
う
し
て
誕
生
し
た
鉄
道
会
社
な
ど
の
株
式
は
市
場

に
上
場
さ
れ
、
活
発
に
取
引
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
一
連
の
状
況
に
は
、
新
し
い
覇
権
国
の
誕

生
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
プ
ロ
イ

セ
ン
を
中
心
と
し
た
強
力
な
ド
イ
ツ
国
家
で
あ
る
。
新
覇

権
国
は
急
速
な
経
済
成
長
が
伴
う
た
め
、
そ
こ
に
は
当
然

の
こ
と
な
が
ら
強
い
成
長
期
待
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る

で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
旧
覇
権
国
を
追
走
す
る
に
は
、
リ

ベ
ラ
ル
思
想
に
よ
る
レ
ッ
セ
フ
ェ
ー
ル
が
好
都
合
で
あ

る
。

　

さ
ら
に
は
、
ウ
ィ
ー
ン
の
都
市
改
造
も
バ
ブ
ル
生
成
の

大
き
な
要
因
と
な
っ
た
。
一
八
五
七
年
、
皇
帝
フ
ラ
ン

ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ
一
世
は
、
伝
統
的
な
城
壁
を
撤
去
し
て
跡

地
に
環
状
道
路
を
建
設
す
る
こ
と
を
発
表
し
、
こ
の
都
市

改
造
計
画
は
さ
ら
に
環
状
道
路
沿
い
に
新
し
い
公
共
の
大

建
造
物
を
建
築
す
る
と
い
う
一
大
構
想
に
膨
れ
上
が
っ

た
。
現
在
、
リ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
環
状
道
路
と
そ
の
両
脇

に
立
ち
並
ぶ
壮
麗
な
建
築
群
で
あ
る
が
、
工
事
は
一
八
八

六
年
ま
で
約
三
〇
年
に
及
ん
だ
。
ち
な
み
に
リ
ン
グ
沿
い

に
威
容
を
誇
る
、
現
在
の
ウ
ィ
ー
ン
証
券
取
引
所
も
一
八

七
七
年
に
竣
工
し
た
も
の
だ
。
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
都
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市
改
造
は
、
必
然
的
に
活
発
な
不
動
産
取
引
を
惹
起
し

た
。

　

こ
う
し
た
金
融
や
不
動
産
取
引
を
主
導
し
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
資
本
主
義
を
発
展
さ
せ
た
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く

貴
族
に
変
わ
っ
て
勃
興
し
た
市
民
階
級
、
つ
ま
り
新
た
な

エ
リ
ー
ト
層
だ
っ
た
。
一
八
四
八
年
革
命
に
よ
っ
て
メ
ッ

テ
ル
ニ
ヒ
は
追
放
さ
れ
た
も
の
の
、
反
動
に
よ
り
旧
体
制

は
維
持
さ
れ
、
市
民
階
級
は
政
治
的
自
由
を
十
分
に
獲
得

す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
労
働
者
革

命
に
背
を
向
け
て
財
産
権
を
確
保
し
、
レ
ッ
セ
フ
ェ
ー
ル

に
よ
っ
て
自
由
な
経
済
活
動
を
営
ん
だ
。「
こ
う
も
り
」

の
登
場
人
物
は
ほ
と
ん
ど
が
市
民
階
級
か
官
吏
で
あ
り
、

向
か
う
と
こ
ろ
敵
な
し
と
い
っ
た
快
活
さ
で
描
か
れ
て
い

る
。
皇
帝
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ
１
世
が
リ
ベ
ラ
ル
な
教

養
を
身
に
つ
け
た
伝
説
の
賢
女
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
を
バ
イ
エ

ル
ン
王
国
か
ら
皇
后
に
迎
え
た
際
に
熱
狂
し
た
の
も
市
民

階
級
で
あ
る
。
血
統
貴
族
に
対
抗
し
て
財
産
を
蓄
え
、
豪

華
な
邸
宅
と
自
慢
の
妻
を
迎
え
る
こ
と
を
人
生
の
目
標
と

し
た
彼
ら
は
、
時
代
を
前
進
さ
せ
る
と
と
も
に
、
証
券
市

場
の
ユ
ー
フ
ォ
リ
ア
の
原
動
力
と
な
っ
た
。

三 

、Schw
arzer Freitag

と
各
国
へ

の
伝
播

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
証
券
取
引
所
は
、
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア

治
世
下
の
一
七
七
一
年
に
設
立
さ
れ
た
由
緒
あ
る
取
引
所

で
、
国
債
の
取
引
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
、
外
国
為
替
、

さ
ら
に
株
式
の
取
引
へ
と
拡
大
し
て
い
っ
た
。
最
初
の
上

場
株
式
（
一
八
一
六
年
）
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
立
銀
行

で
あ
り
、
や
が
て
鉄
道
会
社
や
汽
船
会
社
な
ど
新
興
企
業

に
拡
大
し
旺
盛
な
資
金
調
達
が
行
わ
れ
た⑸

。
当
時
既
に

マ
ー
ジ
ン
を
支
払
う
こ
と
で
多
額
の
取
引
が
で
き
る
仕
組

み
が
存
在
し
た
た
め
、「
株
価
が
上
が
る
」
と
い
う
見
通

し
と
借
り
入
れ
が
可
能
で
さ
え
あ
れ
ば
、
現
実
の
資
金
力
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よ
り
も
大
き
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
積
み
上
げ
る
こ
と
が
可
能

と
な
っ
て
い
た⑹

。
取
引
の
規
律
維
持
の
た
め
に
「
取
引
所

委
員
会
」（H

andelskam
m

er

）
が
設
置
さ
れ
て
は
い
た

が
、
本
格
的
な
証
券
取
引
法
は
証
券
市
場
崩
壊
後
の
一
八

七
五
年
の
証
券
取
引
所
法
制
定
を
待
つ
こ
と
と
な
り
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
産
業
政
策
に
せ
よ
証
券
市
場
に
せ
よ
、

事
故
や
不
正
が
な
い
限
り
政
府
は
介
入
し
な
い
リ
ベ
ラ
ル

思
想
が
支
配
的
で
、
そ
れ
は
同
じ
ド
イ
ツ
語
圏
の
ド
イ
ツ

諸
国
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
ド
イ
ツ
諸
国
は
一
八
七
一
年
に
統
一
さ
れ
（
ド
イ

ツ
帝
国
の
誕
生
）、
貨
幣
制
度
は
銀
本
位
制
か
ら
金
本
位

制
に
変
更
さ
れ
た
。
ド
イ
ツ
に
お
け
る
金
本
位
制
の
導
入

が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
ウ
ィ
ー
ン
株
式
市
場
の
熱
狂
に

つ
な
が
っ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
元
々
財
政
規
律
の

低
下
で
弱
体
化
し
て
い
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
通
貨
が
さ
ら
に

相
対
的
な
地
位
を
低
下
さ
せ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
た

め
、
通
貨
価
値
の
下
落
期
待
が
生
ま
れ
、
通
貨
か
ら
株
式

や
不
動
産
に
資
産
を
移
す
動
き
を
加
速
さ
せ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
も
そ
も
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
立
銀
行
（
紙
幣
発
行
銀

行
）
の
発
行
紙
幣
は
銀
と
の
兌
換
通
貨
で
あ
っ
た
が
、
た

び
た
び
財
政
規
律
の
低
下
に
見
舞
わ
れ
た
た
め
（
国
立
銀

行
に
よ
る
公
債
の
買
い
入
れ
）、
銀
行
法
（D

ie Bankak 

te

、
一
八
六
二
年
一
二
月
）
の
公
布
に
よ
り
、
紙
幣
発
行

量
に
二
億
グ
ル
デ
ン
の
上
限
を
設
け
、
そ
れ
を
超
え
る
場

合
に
は
貴
金
属
の
交
換
を
義
務
づ
け
る
と
い
う
通
貨
制
度

の
強
化
策
が
と
ら
れ
た
。
こ
れ
は
国
立
銀
行
の
独
立
と
財

政
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
制
限
を
意
味
し
て
お
り
、
財
政
規
律

を
強
化
す
る
こ
と
を
通
じ
た
通
貨
の
安
定
と
い
う
目
論
見

で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
一
八
七
二
年
三
月
に
は
二
億
グ
ル
デ

ン
を
超
え
る
場
合
に
は
銀
ま
た
は
金
に
よ
る
交
換
が
義
務

付
け
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
普
墺
戦
争
（
一
八
六
六

年
）
の
戦
費
調
達
に
よ
り
、
こ
う
し
た
国
立
銀
行
の
独
立

性
（
つ
ま
り
財
政
規
律
）
は
さ
っ
そ
く
危
機
に
瀕
し
た
。
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ま
た
、
紙
幣
発
行
量
が
二
億
グ
ル
デ
ン
を
超
え
る
場
合
に

金
・
銀
と
の
交
換
義
務
を
付
し
た
と
は
い
え
、
十
分
な
金

準
備
を
積
み
上
げ
る
に
は
時
間
を
要
し
た
は
ず
で
あ
る
か

ら
、
ド
イ
ツ
の
金
本
位
制
導
入
に
伴
う
銀
価
格
の
下
落
期

待
の
下
で
は
、
人
々
の
通
貨
ヘ
の
信
頼
を
高
め
る
こ
と
は

容
易
で
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
ケ
ー
ニ
ヒ
グ
レ
ー
ツ
の
屈
辱
を
そ
そ

ぎ
、
技
術
力
と
経
済
が
成
長
す
る
帝
国
の
威
光
を
示
す
た

め
、
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
が
計
画
さ
れ
、
ウ
ィ
ー
ン
市

民
の
高
揚
感
を
さ
ら
に
刺
激
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
八
七

三
年
五
月
一
日
の
開
会
式
は
、
悪
天
候
に
よ
り
散
々
な
も

の
で
あ
っ
た
う
え
、
コ
レ
ラ
発
生
の
噂
ま
で
流
れ
た
と
伝

え
ら
れ
て
お
り
、
憂
鬱
な
空
気
が
ウ
ィ
ー
ン
に
流
れ
た
。

万
博
開
会
式
に
先
立
っ
て
四
月
末
に
は
、
既
に
最
悪
の
事

態
が
発
生
し
て
お
り
、
パ
リ
証
券
取
引
所
の
株
価
が
暴
落

す
る
と
い
う
噂
が
流
れ
、
不
安
心
理
に
陥
っ
た
オ
ー
ス
ト

リ
ア
商
工
業
信
用
銀
行⑺

は
、
当
座
貸
し
越
し
を
制
限
し
た

上
、
二
、
〇
〇
〇
万
グ
ル
デ
ン
も
の
債
券
を
売
却
し
た
。

資
金
不
足
に
陥
る
と
、
市
場
参
加
者
は
取
引
の
巻
き
戻
し

に
走
る
と
い
う
現
象
は
、
他
の
恐
慌
や
金
融
危
機
で
も
観

察
さ
れ
て
き
た
も
の
だ
。
こ
の
時
も
、
同
様
の
現
象
が
起

こ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

五
月
九
日
金
曜
日
に
ウ
ィ
ー
ン
株
式
市
場
は
大
暴
落
に

見
舞
わ
れ
（Schw

arzer Freitag

）、
株
価
は
平
均
一
八

〇
グ
ル
デ
ン
か
ら
一
〇
グ
ル
デ
ン
に
暴
落
し⑻

、
午
前
中
に

一
二
〇
の
銀
行
が
倒
産
、
午
後
に
は
警
察
に
よ
っ
て
証
券

取
引
所
は
閉
鎖
さ
れ
た
。
直
後
に
一
五
二
人
が
自
殺
し

た
。
不
信
が
金
融
市
場
に
ま
ん
延
し
、
短
期
貸
し
付
け
の

更
新
は
行
わ
れ
ず
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
資
金
の
逼
迫
が
発

生
し
た
。
一
八
七
三
年
の
株
価
暴
落
に
よ
る
金
融
上
の
損

失
は
約
一
五
億
グ
ル
デ
ン
に
達
し
た
と
さ
れ
、
国
立
銀
行

の
（
金
銀
に
よ
る
交
換
義
務
を
伴
わ
な
い
）
紙
幣
発
行
量

上
限
が
二
億
グ
ル
デ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
市

場
崩
壊
の
規
模
が
い
か
に
大
き
か
っ
た
が
分
か
る
。
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株
価
暴
落
は
、
当
時
を
象
徴
す
る
技
術
革
新
の
一
つ
で

あ
っ
た
電
信
で
結
ば
れ
て
い
た
ベ
ル
リ
ン
や
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
証
券
取
引
所
に
も
伝
播
し
、
さ
ら
に
は
ベ
ル
ギ
ー
、

イ
タ
リ
ア
、
ス
イ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
へ
、
九
月
に
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
場
に
ま
で
波
及
し
た
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も

鉄
道
ブ
ー
ム
に
よ
り
市
場
に
資
金
が
流
れ
込
ん
で
お
り
、

国
際
的
な
金
融
危
機
の
波
及
に
は
脆
弱
な
状
況
に
あ
っ
た

と
言
え
る
。
ド
イ
ツ
の
投
資
家
は
、
ア
メ
リ
カ
で
の
鉄
道

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
資
金
を
引
き
上
げ
始
め
、
多
く
の
鉄

道
会
社
が
破
産
し
た
。
事
業
会
社
の
破
産
は
金
融
機
関
へ

と
波
及
し
、
当
時
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
最
大
規
模
の
金

融
機
関
で
あ
っ
た
ジ
ェ
イ
・
ク
ッ
ク
＆
カ
ン
パ
ニ
ー
（Jay 

Cooke&
Com

pany

）
が
倒
産
す
る
と
、
大
銀
行
の
倒
産

を
見
て
恐
慌
を
き
た
し
た
預
金
者
は
預
金
引
き
出
し
の
た

め
銀
行
に
殺
到
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
証
券
取
引
所
は
史

上
初
め
て
閉
鎖
さ
れ
、
こ
の
パ
ニ
ッ
ク
は
東
海
岸
か
ら
中

西
部
ま
で
拡
大
し
、
全
米
で
一
〇
〇
程
度
の
銀
行
が
破
産

し
た
と
さ
れ
る⑼

。
イ
ギ
リ
ス
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
金

利
引
き
上
げ
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
や
ア
メ

リ
カ
の
よ
う
な
金
融
危
機
は
回
避
で
き
た
も
の
の
大
不
況

に
突
入
し
、
一
八
九
六
年
に
い
た
る
長
期
の
経
済
停
滞
へ

と
つ
な
が
っ
た
。

　

一
八
七
三
年
の
株
式
市
場
崩
壊
は
、
世
界
経
済
に
甚
大

な
影
響
を
与
え
た
。
北
村
（
二
〇
〇
九⑽

）
に
よ
る
と
ド
イ

ツ
の
銑
鉄
生
産
量
は
二
一
％
減
少
し
、
価
格
は
三
七
％
下

落
し
た
。
英
国
の
輸
出
は
一
九
七
二
年
比
較
で
七
五
年
に

は
二
五
％
縮
小
し
、
鉄
鋼
生
産
稼
働
率
は
二
〇
％
程
度
に

ま
で
落
ち
、
価
格
は
六
〇
％
下
落
し
た
。
長
期
の
経
済
停

滞
の
期
間
中
に
は
当
然
景
気
変
動
は
発
生
し
て
お
り
、
一

八
七
九
年
か
ら
八
二
年
に
か
け
て
短
期
の
景
気
回
復
が

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
一
八
八
二
年
に
フ
ラ
ン
ス
で
発

生
し
た
恐
慌
に
よ
り
再
び
不
況
に
転
落
し
た
。
も
ち
ろ
ん

世
界
恐
慌
の
短
期
的
お
よ
び
長
期
的
影
響
は
国
に
よ
っ
て

ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
鉄
道
網
の
拡
張
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を
は
じ
め
工
業
化
が
さ
ら
に
進
展
し
、
国
力
は
む
し
ろ
強

化
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
欧
米
主

要
国
は
一
八
七
三
年
以
降
も
一
定
の
経
済
成
長
は
達
成
し

た
も
の
の
、
一
八
七
三
年
以
前
よ
り
明
ら
か
に
成
長
率
は

低
下
し
、
物
価
は
下
落
し
た
。
ド
イ
ツ
で
は
保
護
関
税
論

が
台
頭
し
、
一
八
七
九
年
の
石
炭
と
鉄
鋼
業
の
関
税
率
引

き
上
げ
を
手
始
め
に
、
次
々
と
保
護
関
税
が
導
入
さ
れ

た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
い
て
も
一
八
八
二
年
に
保
護
主

義
的
な
関
税
が
導
入
さ
れ
た
。
一
般
に
は
第
一
次
世
界
大

戦
後
の
自
国
産
業
保
護
を
機
に
保
護
主
義
の
蔓
延
が
始

ま
っ
た
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
自
由
貿
易
主
義
か

ら
保
護
貿
易
へ
の
転
機
は
こ
の
時
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と

も
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
も
好
不
況
の
波
は
あ

る
に
し
て
も
、
物
価
は
大
幅
に
下
落
し
大
英
帝
国
に
暗
い

影
を
落
と
す
こ
と
と
な
っ
た
が
、
吉
川
（
二
〇
一
三⑾

）
に

よ
る
と
、
マ
ー
シ
ャ
ル
が
、
ひ
と
た
び
デ
フ
レ
が
始
ま
る

と
「
ス
パ
イ
ラ
ル
」
に
陥
る
危
険
性
を
指
摘
し
た
の
は
こ

の
時
で
あ
り
、
現
代
の
デ
フ
レ
観
に
ま
で
大
き
な
影
響
を

残
し
た
。

　

投
資
収
益
率
（
Ｒ
Ｏ
Ｉ
）
の
よ
う
な
投
資
指
標
が
開
発

さ
れ
た
の
は
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら⑿

、
一
八
七
〇
年
代
に
お
い
て
は
現
代
よ
り
も
投
資

と
投
機
の
境
目
は
は
る
か
に
曖
昧
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
う
考
え
る
と
、
当
時
の
出
来
事
を
現
代
の
事
象
に

そ
の
ま
ま
当
て
は
め
た
り
、
近
い
将
来
を
予
測
す
る
こ
と

は
適
切
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
バ
ブ
ル
の

要
因
に
流
動
性
の
問
題
や
国
境
を
超
え
た
資
本
移
動
な
ど

が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
金
融
危
機
に
つ
き
も
の
で
あ
る

に
し
て
も
、
経
済
学
者
な
ど
か
ら
常
に
歓
迎
さ
れ
る
技
術

革
新
（
経
済
理
論
で
は
ス
タ
ー
扱
い
で
あ
る
。）
が
、
一

八
七
〇
年
代
に
お
け
る
ユ
ー
フ
ォ
リ
ア
の
原
因
の
一
つ
と

な
っ
た
と
い
う
歴
史
的
事
実
は
印
象
的
で
あ
る
と
思
う
。

実
質
的
な
経
済
成
長
に
お
い
て
は
、
技
術
革
新
は
労
働
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力
・
資
本
と
と
も
に
三
大
要
素
の
ひ
と
つ
だ
が
、
金
融
・

資
本
市
場
で
は
外
生
的
な
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
る
「
異
変⒀

」
と

し
て
投
資
家
の
経
済
見
通
し
を
左
右
し
、
資
産
価
格
に
影

響
を
及
ぼ
し
う
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、

通
貨
当
局
が
危
機
に
瀕
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
っ
た

か
に
も
触
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
現
在
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国

立
銀
行
に
よ
る
と
、
株
価
下
落
の
危
機
対
応
と
し
て
紙
幣

発
行
制
限
を
一
時
的
に
停
止
し
た
が⒁

、
通
貨
供
給
量
は
発

行
上
限
か
ら
一
％
未
満
程
度
し
か
増
加
し
な
か
っ
た
よ
う

だ⒂

。
一
八
七
三
年
の
金
融
危
機
に
お
い
て
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
で
は
「
最
後
の
貸
手
」
の
出
動
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
る

が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
立
銀
行
に
よ
る
と
必
ず
し
も
そ
う

と
は
言
い
切
れ
な
い
。
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
銀
行
危
機
（
一
八

五
七
年
）
に
際
し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
立
銀
行
は
ハ
ン

ブ
ル
ク
銀
行
を
救
済
し
て
お
り⒃

、
金
融
危
機
対
応
の
経
験

も
有
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
無
為
無
策
で
あ
っ
た

と
は
思
え
な
い
。
し
か
し
通
貨
供
給
量
が
さ
し
て
増
加
し

な
か
っ
た
こ
と
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
立
銀
行
も
認
め
て
い

る
。
紙
幣
発
行
制
限
の
解
除
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
通

貨
供
給
量
は
さ
ほ
ど
増
え
な
か
っ
た
の
か
、
経
済
の
急
激

な
落
ち
込
み
や
多
数
の
銀
行
の
倒
産
が
関
係
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
が
、
一
八
七
三
年
の
「
最
後
の
貸
手
」
に
つ

い
て
は
解
明
す
べ
き
論
点
が
残
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。四

、
お
わ
り
に

　

喜
歌
劇
「
こ
う
も
り
」
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、「
今
日
、

私
た
ち
が
被
っ
た
ひ
ど
い
出
来
事
は
、お
酒
の
せ
い
だ
！
」 

（
“Cham

pagner hatʼs verschuldet, w
as w

ir heutʼ 

erduldet.

”）
と
い
う
、資
産
を
失
い
心
を
痛
め
た
ウ
ィ
ー

ン
の
人
々
を
癒
す
よ
う
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ご
都
合

主
義
に
も
程
が
あ
る
台
詞
か
も
し
れ
な
い
が
、
当
時
の

人
々
の
心
境
が
そ
れ
を
必
要
と
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
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ろ
う⒄

。
経
済
史
上
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
バ
ブ
ル
の
崩
壊
は

人
々
の
心
ま
で
傷
つ
け
て
き
た
こ
と
の
、
音
楽
史
に
お
け

る
痕
跡
の
よ
う
に
思
え
る
。

　

最
後
に
、
日
本
に
お
い
て
は
、
な
ぜ
一
八
七
三
年
世
界

恐
慌
の
記
憶
が
残
っ
て
い
な
い
の
か
に
つ
い
て
述
べ
て
本

稿
を
閉
じ
る
こ
と
に
す
る
。
欧
米
で
の
恐
慌
は
日
本
に
も

貿
易
面
で
波
及
し
、
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
輸
出
は
、
一
八
七
三

年
は
一
一
・
二
百
万
円
で
あ
っ
た
の
が
、
一
八
七
四
年
は

六
・
七
百
万
円
、
一
八
七
五
年
は
六
・
六
百
万
円
へ
急
落

し
て
お
り
、
大
き
な
影
響
が
出
て
い
る
。
し
か
し
、
輸
出

全
体
で
み
る
と
、
一
八
七
三
年
は
二
一
・
二
百
万
円
で

あ
っ
た
の
が
、
一
八
七
四
年
は
一
八
・
九
百
万
円
に
下
落

し
た
と
は
い
え
、
下
落
幅
は
二
・
三
百
万
円
に
留
ま
り
、

一
八
七
六
年
に
は
二
七
・
一
百
万
円
に
回
復
拡
大
し
て
い

る⒅

。
つ
ま
り
、
貿
易
面
で
の
影
響
は
短
期
的
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
ま
た
、
当
時
の
我
が
国
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
は

貿
易
が
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
欧
米
の
資
産

価
格
暴
落
は
後
世
に
記
憶
が
残
る
ほ
ど
の
危
機
で
は
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
我
々
日
本
人
が
強
く
記
憶
し
て

い
る
金
融
恐
慌
の
最
初
の
ケ
ー
ス
は
、
一
九
二
七
年
に
発

生
し
た
昭
和
金
融
恐
慌
で
あ
ろ
う
が⒆

、
記
憶
に
は
時
間
的

な
遠
近
の
要
因
が
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
に
し
て
も
、

「
痛
い
目
」
に
あ
っ
た
と
い
う
経
験
の
有
無
が
大
き
く
作

用
す
る
と
思
わ
れ
る
。
一
八
七
三
年
世
界
恐
慌
は
幸
い
我

が
国
へ
の
影
響
は
大
き
く
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

現
代
へ
の
教
訓
も
読
み
取
れ
る
は
ず
だ
。
一
五
〇
年
た
っ

た
今
日
、
今
一
度
探
求
す
る
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
と
思

わ
れ
る
。

　
（
本
稿
の
執
筆
に
当
た
っ
て
は
、
日
本
証
券
経
済
研
究

所
の
佐
賀
卓
雄
名
誉
研
究
員
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
本
稿
の
全
責
任
は
筆
者
に
あ
り

ま
す
。）
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証券レビュー　第64巻第２号
（
注
）

⑴　

一
九
二
九
年
の
ア
メ
リ
カ
証
券
市
場
の
大
暴
落
（
世
界
大
恐
慌
）

の
影
響
が
余
り
に
も
大
き
か
っ
た
た
め
、
一
八
七
三
年
か
ら
一
八
九

六
年
ま
で
続
い
た
長
期
経
済
停
滞
は
大
不
況
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多

い
よ
う
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
一
八
七
三
年
に
連
鎖
的
に
起
こ
っ
た

欧
米
証
券
市
場
の
ク
ラ
ッ
シ
ュ
を
世
界
恐
慌
と
記
述
す
る
。

⑵　

本
稿
は
多
く
の
文
献
に
拠
っ
て
い
る
が
、
ロ
ビ
ン
・
オ
ー
キ
ー
著

「
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
君
主
国
一
七
六
五
―
一
九
一
八
」（
二
〇
〇
一
）、
山

之
内
克
子
著
「
物
語
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
歴
史　

中
欧
「
い
に
し
え
の

大
国
」
の
千
年
」（
二
〇
一
九
）、
小
宮
正
安
著
「
ヨ
ハ
ン
・
ス
ト
ラ

ウ
ス
ワ
ル
ツ
王
と
落
日
の
ウ
ィ
ー
ン
」（
二
〇
〇
〇
）
に
も
多
く
拠
っ

て
お
り
、
特
に
断
り
が
な
い
場
合
は
こ
れ
ら
を
参
考
に
し
て
い
る
。

⑶　

C.P.

キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
他
著
「
熱
狂
、
恐
慌
、
崩
壊　

金
融
恐

慌
の
歴
史
」（
第
六
版
）

⑷　

M
aklerbank

と
は
、
投
資
家
を
仲
介
す
る
当
時
の
ド
イ
ツ
語
圏

特
有
の
銀
行
形
態
。
こ
の
業
態
が
誕
生
し
た
の
は
ド
イ
ツ
で
あ
り
、

そ
れ
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

⑸　

山
田
廣
（
二
〇
一
六
）：「
ウ
ィ
ー
ン
取
引
所
」（
京
都
産
業
大
学

「
産
大
法
学
」
四
九
巻
四
号
）

⑹　

A
ustria-Forum

：
“Wiener Börsenkrach von 1873_ Spekul 

ationsblase

”（U
RL

：https://austria-forum
.org/af/A

ustriaW
i 

ki/Gr%
C3%

BCnderkrach

）

⑺　

ア
ン
セ
ル
ム
・
フ
ォ
ン
・
ロ
ー
ト
シ
ル
ト
（
一
八
〇
三

－

一
八
七

四
、
ウ
ィ
ー
ン
・
ロ
ー
ト
シ
ル
ト
家
二
代
目
当
主
）
の
出
資
な
ど
に

よ
り
一
八
五
五
年
に
設
立
さ
れ
、
長
期
の
産
業
融
資
な
ど
を
行
っ
た
。

⑻　

Johannes Leicht

（2015

）：
“Grunderkrach und Grunderkr 

ise

”（Lebendiges M
useum

 O
nline

）

　
（U

R
L

：https://w
w

w
.dhm

.de/lem
o/kapitel/kaiserreich/

industrie-und-w
irtschaft/gruenderkrach.htm

l

）

⑼　

ア
メ
リ
カ
財
務
省
：The Financial Panic of 1873

（U
RL:https:// 

hom
e.treasury.gov/about/history/freedm

ans-bank-building/ 
financial-panic-of-1873

）

⑽　

北
村
行
信
（
二
〇
〇
九
）「
今
の
状
況
は
大
恐
慌
よ
り
一
八
七
三
年

世
界
不
況
に
似
て
い
る
？
」（
週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
二
〇
〇
九
年
四
月

四
日
号
）

⑾　

吉
川
洋
（
二
〇
一
三
）「
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
〝
日
本
の
慢
性
病
〟
の

全
貌
を
解
明
す
る
」

⑿　

ピ
ー
タ
ー
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
著
（
牧
野
洋
訳
）「
知
の
巨
人
ド
ラ
ッ

カ
ー
自
伝
」
に
よ
る
と
、
Ｒ
Ｏ
Ｉ
を
体
系
化
し
た
の
は
Ｇ
Ｍ
の
副
会

長
ド
ナ
ル
ド
ソ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
（
一
八
八
五

－

一
八
六
五
）
で
あ

り
、
彼
の
デ
ュ
ポ
ン
時
代
（
一
九
〇
九
年
入
社
）
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
ド
ラ
ッ
カ
ー
が
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
米
系
投
資
銀
行
の
支
店

に
勤
め
て
い
た
頃
（
一
九
二
九
年
）、
支
店
長
の
ポ
ー
ル
・
ク
イ
ッ
ト

ナ
ー
は
著
書
「
投
資
」
で
投
資
収
益
率
（
Ｒ
Ｏ
Ｉ
）
や
売
上
高
利
益
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一八七三年のウィーン株式市場と世界経済

率
と
い
っ
た
投
資
指
標
を
紹
介
し
、
欧
州
で
大
き
な
驚
き
を
も
っ
て

迎
え
ら
れ
た
と
い
う
。

⒀　
C.P.

キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
は
、
外
生
的
な
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
る
「
異

変
」
に
つ
い
て
「
異
変
の
原
因
が
何
で
あ
れ
、
そ
れ
が
十
分
に
大
規

模
か
つ
広
範
に
及
ぶ
な
ら
、
異
変
は
少
な
く
と
も
経
済
の
重
要
な
一

部
門
で
の
利
潤
の
機
会
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
済
の
見
通
し

を
変
え
る
で
あ
ろ
う
。」（
吉
野
俊
彦
、
八
木
甫
訳
）
と
述
べ
て
い
る
。

⒁　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
立
銀
行
は
、
バ
ブ
ル
を
鎮
静
化
さ
せ
る
た
め
、

一
八
七
二
年
、
一
八
七
三
年
と
立
て
続
け
に
公
定
歩
合
を
引
き
上
げ
、

市
場
金
利
も
上
昇
し
た
が
、
不
十
分
で
あ
っ
た
。
前
掲
のP.C.

キ
ン

ド
ル
バ
ー
ガ
ー
の
著
作
（
第
四
版
）
を
参
照
の
こ
と
。

⒂　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
立
銀
行
：D

ie 

“privilegirte oesterreichische  
N

ational-Bank

”

　
（U

RL

：https://w
w

w
.oenb.at/U

eber-U
ns/unternehm

ensg 
eschichte/1818-1878.htm

l

）

⒃　

C
 M

. R
einhart, K

 S. R
O

G
O

F
F

 

“TH
IS T

IM
E

 IS 
D

IFFEREN
T

 Eight Centuries of Financial Folly

”

⒄　
「
こ
う
も
り
」
の
初
演
（
一
八
七
四
年
四
月
五
日
）
に
お
け
る
聴
衆

の
反
応
は
今
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
、
演
出
家
の
寺
崎
裕
則
氏
は
、「
前
年
襲
っ
た
未
曽
有
の
経

済
パ
ニ
ッ
ク
の
た
め
か
、
不
安
の
ど
ん
底
の
中
で
庶
民
と
は
余
り
に

も
か
け
離
れ
た
上
流
階
級
の
世
界
を
扱
っ
た
た
め
か
、
美
し
さ
の
背

後
に
ひ
そ
む
諷
刺
の
針
の
痛
さ
の
た
め
か
、
そ
の
原
因
は
は
っ
き
り

し
な
い
。」
と
述
べ
て
い
る
。

⒅　

数
値
は
、
大
蔵
省
編
纂
「
大
蔵
省
百
年
史
」（
一
九
六
九
年
）
よ

り
。

⒆　

前
掲
のC M

. Reinhart, K
 S. Rogoff

の
著
作
に
よ
る
と
、
我
が

国
は
一
九
二
七
年
以
前
に
金
本
位
制
離
脱
（
一
九
一
七
年
）
を
含
め

て
、
六
回
の
銀
行
危
機
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。

（
た
か
ぎ
　
た
か
し
・
当
研
究
所
常
務
理
事
）


